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第５回「三井ゴールデン匠賞」において三井ゴールデン匠賞及び

オーディエンス賞を受賞したエゴノキプロジェクト実行委員会が

知事と面談します 

 

このたび、令和７年１月３０日（木）に開催された三井広報委員会が主催する第５回「三井ゴー

ルデン匠賞」贈賞式において、三井ゴールデン匠賞及びオーディエンス賞を受賞したエゴノキプ

ロジェクト実行委員会が知事と面談します。 

 

１ 日時 

  令和７年４月９日（水） １５時～１５時３０分 

 

２ 場所 

  県庁６階 第２応接室 

 

３ 来庁者 

  エゴノキプロジェクト実行委員会 代表 長屋
な が や

 一男
か ず お

氏（傘ロクロ職人） 

エゴノキプロジェクト実行委員会 委員／森林文化アカデミー 教授 久津輪
く つ わ

 雅
まさし

 

 

４ その他 

 ・面談は公開で行います。 

・撮影場所は係員の指示に従っていただきますようお願いします。 

 

 

 

 

 

 



 

◆三井ゴールデン匠賞の概要 

・２０１５年創設 

・日本の伝統工芸の持続・発展に真摯に取り組む個人・団体を表彰 

・入選者２０組を対象に厳正なる本審査を実施し、５組の三井ゴールデン匠賞の受賞者を決    

 定 

・オーディエンス賞は、この５組の受賞者のうち、インターネットや展示会場での一般の方 

からの投票により決定 

  

＜受賞内容＞ 

  ・応募タイトル：全国から職人や関係者が集い、森づくりから取り組む和傘の維持継承 

  ・工芸品種類：岐阜和傘 

 ＜贈賞式＞ 

・日 時：令和７年１月３０日（木） １５時３０分～１７時３０分 

・場 所：ＳＭＢＣホール（東京都千代田区丸の内１－３－２ 三井住友銀行東館ライジン

グ・スクエア３Ｆ）  

 

 

 

 

 

 

（右）エゴノキプロジェクト実行委員会委員/森林文化アカデミー 教授 久津輪 雅 

（中）エゴノキプロジェクト実行委員会 代表 長屋 一男 氏 

（左）三井広報委員会 委員長 伊藤
いとう

 文彦
ふみひこ

 氏 

※写真提供：三井広報委員会 

 

◆「エゴノキプロジェクト」の概要 

・和傘の傘骨をつなぐ部品「傘ロクロ」は、全国で岐阜県の木工所１軒だけで作られている。

原材料であるエゴノキを供給してきた林業家が 2012年に亡くなり、日本中の和傘生産が途

絶えかねない危機に陥った。その状況の中で岐阜県美濃市にエゴノキが密集して育つ森を

見つけ出し、岐阜をはじめ全国の和傘職人、森林ボランティア、岐阜県立森林文化アカデミ

ーの教員・学生らが集まり「エゴノキプロジェクト」を始動。和傘愛好家、老舗和傘店、歌

舞伎の小道具会社などの参加者も加わる。一つの工芸の維持継承のために川上から川下ま

での関係者がボランティアで結集する、他に類をみない活動を続けている。 

［出典］三井広報委員会/三井ゴールデン匠賞ホームページ 

 

＊三井広報委員会/三井ゴールデン匠賞については、下記ホームページをご参照ください。 

  https://mgt.mitsuipr.com/ 

＊エゴノキプロジェクトの活動内容については、エゴノキプロジェクトのホームページを 

ご参照ください。http://egonoki-project.com/ 

 

https://mgt.mitsuipr.com/
http://egonoki-project.com/

